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ネズミザメ目
もく

　ネズミザメ科
か

【英
えい

名
めい

】Great white shark　【学
がく

名
めい

】Carcharodon carcharias

提供：RYO MINEMIZU/SEBUN PHOTO/amanaimages
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もっ
と知
し
りたい！

世
せ

界
かい

で最
もっと

も恐
おそ

れられているサメです。じっさい、人
ひと

が襲
おそ

わ
れることもありますが、えものであるアザラシなどと間

ま

違
ちが

え
て襲

おそ

うのではないかといわれています。海
うみ

は魚
さかな

たちのすみ
か。彼

かれ

らの生
せい

態
たい

を知
し

って行
こう

動
どう

すべき場
ば

所
しょ

なのです。
ふだんは沿

えん

岸
がん

にいることが多
おお

いですが、アメリカのカリフォ
ルニアとハワイの中

ちゅう

間
かん

あたりの海
うみ

に集
あつ

まっていることがわか
り、その海

かい

域
いき

は「シャーク・カフェ」や「ホホジロザメ・カフェ」
とよばれています。そこで何

なに

をしているのか、なぜ集
あつ

まるの
か、えものが多

おお

いのか、オスとメスが出
で

会
あ

うためか、まだ
謎
なぞ

は解
かい

明
めい

されていません。

わたしたちほ乳
にゅう

類
るい

や鳥
とり

などはいつも同
おな

じ体
たい

温
おん

をたもつ恒
こう

温
おん

動
どう

物
ぶつ

ですが、魚
さかな

やは虫
ちゅう

類
るい

などは、体
たい

温
おん

が周
まわ

りの温
おん

度
ど

によっ
て変

か

わる変
へん

温
おん

動
どう

物
ぶつ

です。ところが、マグロやホホジロザメは、
周
まわ

りの水
すい

温
おん

より体
たい

温
おん

が高
たか

いことがわかりました。
その、体

たい

温
おん

が高
たか

い謎
なぞ

が、「バイオロギング (p61,92)」とい
う研

けん

究
きゅう

で解
かい

明
めい

されてきました。ホホジロザメの背
せ

びれに、さ
まざまなデータが記

き

録
ろく

できるロガーをつけて調
しら

べた結
けっ

果
か

、
えものを追

お

うときにはサメの中
なか

では速
はや

い、時
じ

速
そく

24kmのス
ピードで泳

およ

ぐこと、また、9000kmもの距
きょ

離
り

を移
い

動
どう

するこ
ともわかりました。
体
たい

温
おん

が高
たか

いことで、筋
きん

肉
にく

の活
かつ

力
りょく

が高
たか

まり、高
こう

速
そく

・長
ちょう

距
きょ

離
り

の
泳
およ

ぎが可
か

能
のう

だったのです。

提供：RYO MINEMIZU/SEBUN PHOTO/amanaimages

もっとも
恐
お そ

れられる
サメ！

分
ぶん

布
ぷ

◆太
たい

平
へい

洋
よう

・大
たい

西
せい

洋
よう

・インド洋
よう

の亜
あ

熱
ねっ

帯
たい

〜寒
かん

冷
れい

水
すい

域
いき

、地
ち

中
ちゅう

海
かい

日
に

本
ほん

での分
ぶん

布
ぷ

◆全
ぜん

域
いき

生
せい

息
そく

域
いき

◆沿
えん

岸
がん

や沖
おき

合
あい

の表
ひょう

層
そう

、水
すい

深
しん

1000 ｍの深
しん

海
かい

も
食
た

べもの◆イルカやアザラシ、サメや硬
こう

骨
こつ

魚
ぎょ

、イカやタコなど
生
せい

殖
しょく

方
ほう

法
ほう

◆胎
たい

生
せい

（食
しょく

卵
らん

・ミルクタイプ）

体
たい

温
おん

が高
たか

い謎
なぞ

に迫
せま

る！

▲背
せ

びれにロガーを付
つ

けたホホジロザメ。船
ふね

の上
うえ

からえさでおびき寄
よ

せ、
棒
ぼう

の先
さき

に付
つ

けたロガーを背
せ

びれにパチンとはさむ。ロガーを付
つ

けるだけ
でも、とても大

たい

変
へん

な作
さ

業
ぎょう

だという。� 提供：渡辺佑基（国立極地研究所）

大
おお

きさ
最
さい

大
だい

全
ぜん

長
ちょう

6.4m

1m
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もっ
と知
し
りたい！

ジンベエザメ(p50) に次
つ

ぐ巨
きょ

大
だい

ザメ。かつては日
に

本
ほん

近
きん

海
かい

にもた
くさんいて、1960年

ねん

代
だい

〜1970年
ねん

代
だい

の前
ぜん

半
はん

ごろまでは、肉
にく

や皮
かわ

、
肝
かん

臓
ぞう

の脂
あぶら

を求
もと

めて漁
りょう

も行
おこな

われていました。イギリスでも、以
い

前
ぜん

は
さかんに漁

りょう

が行
おこな

われていましたが、近
きん

年
ねん

、生
せい

息
そく

数
すう

が減
へ

り、絶
ぜつ

滅
めつ

が心
しん

配
ぱい

されています。
ゆっくりと泳

およ

ぎ、大
おお

きな口
くち

を開
あ

けてプランクトンを口
くち

に入
い

れ、え
らの一

いち

部
ぶ

の「さいは」というくし状
じょう

の部
ぶ

分
ぶん

でこして食
た

べます。プ
ランクトンの減

へ

る冬
ふゆ

の間
あいだ

は深
しん

海
かい

で冬
とう

眠
みん

するのではないかといわれ
ていますが、くわしい生

せい

態
たい

はまだわかっていません。

プランクトンをこして食
た

べるため、ジンベエザ
メの歯

は

(p9)と同
おな

じように、とても小
ちい

さな歯
は

で
す。また、肝

かん

臓
ぞう

は、体
たい

重
じゅう

の 25％ほどもあり、
冬
ふゆ

の間
あいだ

、生
い

きるための栄
えい

養
よう

として、その脂
し

肪
ぼう

が使
つか

われているのではないかとも考
かんが

えられてい
ます。
謎
なぞ

に包
つつ

まれたウバザメですが、日
に

本
ほん

近
きん

海
かい

でも
捕
ほ

獲
かく

されることがあり、研
けん

究
きゅう

が行
おこな

われています。

提供：NPL/amanaimages

分
ぶん

布
ぷ

◆太
たい

平
へい

洋
よう

・大
たい

西
せい

洋
よう

・イン
ド洋

よう

・地
ち

中
ちゅう

海
かい

（熱
ねっ

帯
たい

と亜
あ

熱
ねっ

帯
たい

以
い

外
がい

）
日
に

本
ほん

での分
ぶん

布
ぷ

◆全
ぜん

域
いき

生
せい

息
そく

域
いき

◆沿
えん

岸
がん

から沖
おき

合
あい

の表
ひょう

層
そう

食
た

べもの◆プランクトン
生
せい

殖
しょく

方
ほう

法
ほう

◆胎
たい

生
せい

（食
しょく

卵
らん

タイプ）
と考

かんが

えられている

大
おお

きな体
からだ

に小
ちい

さな歯
は

▲相
さ が み

模湾
わん

で捕
ほ

獲
かく

されたウバザメの歯
は

。人
ひと

の指
ゆび

と比
くら

べると、とても
小
ちい

さいことがわかる。提供：神奈川県立生命の星・地球博物館（瀬能 宏 撮影）

冬
と う

眠
み ん

もする？　

謎
な ぞ

の巨
き ょ

大
だ い

ザメ！

ネズミザメ目
もく

 　ウバザメ科
か

【英
えい

名
めい

】Basking shark　【学
がく

名
めい

】Cetorhinus maximus

大
おお

きさ
最
さい

大
だい

全
ぜん

長
ちょう

15.2m

1m
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夜
や

行
こう

性
せい

で、昼
ひる

間
ま

は海
かい

底
てい

の洞
どう

窟
くつ

などにいて、夜
よる

になると狩
か

りをしますが、20〜80ぴきもの集
しゅう

団
だん

で狩
か

りをすることも
あります。
生
せい

殖
しょく

方
ほう

法
ほう

は胎
たい

生
せい

の食
しょく

卵
らん

タイプ（p25）。母
はは

親
おや

のおなかの
中
なか

で最
さい

初
しょ

に生
う

まれた子
こ

は、つぎつぎと子
し

宮
きゅう

に送
おく

られてく
る卵

たまご

を食
た

べます。子
こ

どもにならない卵
たまご

だけでなく、子
こ

ど
もになった弟

おとうと

や妹
いもうと

も食
た

べて成
せい

長
ちょう

し、母
はは

親
おや

の 2つの子
し

宮
きゅう

の
中
なか

で、1ぴきずつしか生
い

き残
のこ

らず、体
たい

長
ちょう

が 1mくらいになっ
たときに、2ひきだけが生

う

まれると考
かんが

えられています。

口
くち

には、3列
れつ

の鋭
するど

い歯
は

が生
は

えていて、つぎつぎに生
は

えかわります。
各
かく

地
ち

の水
すい

族
ぞく

館
かん

でも飼
し

育
いく

されていて、ときどき、水
すい

槽
そう

の下
した

に歯
は

が落
お

ちていることがあります。
2010年

ねん

、茨
いばら

城
き

県
けん

ひたちなか市
し

で、中
ちゅう

生
せい

代
だい

白
はく

亜
あ

紀
き

(p13) の地
ち

層
そう

か
ら、サメの歯

は

が発
はっ

見
けん

されました。くわしく調
しら

べた結
けっ

果
か

、シロワニ
の仲

なか

間
ま

の歯
は

だということがわかりました。シロワニの仲
なか

間
ま

は、恐
きょう

竜
りゅう

が絶
ぜつ

滅
めつ

した6600万
まん

年
ねん

前
まえ

を越
こ

えて命
いのち

をつないでいるのです。

提供：鳥羽水族館

分
ぶん

布
ぷ

◆太
たい

平
へい

洋
よう

西
せい

部
ぶ

・大
たい

西
せい

洋
よう

の温
おん

帯
たい

〜
熱
ねっ

帯
たい

、インド洋
よう

、地
ち

中
ちゅう

海
かい

、紅
こう

海
かい

日
に

本
ほん

での分
ぶん

布
ぷ

◆南
みなみ

日
に

本
ほん

、伊
い

豆
ず

諸
しょ

島
とう

、小
お

笠
がさ

原
わら

諸
しょ

島
とう

生
せい

息
そく

域
いき

◆沿
えん

岸
がん

の波
なみ

打
う

ち際
きわ

から水
すい

深
しん

約
やく

190mまで
食
た

べもの◆硬
こう

骨
こつ

魚
ぎょ

や小
ちい

さなサメ、イカ
やカニなど
生
せい

殖
しょく

方
ほう

法
ほう

◆胎
たい

生
せい

（食
しょく

卵
らん

・共
とも

食
ぐ

いタイプ）

恐
きょう

竜
りゅう

の時
じ

代
だい

からいた！

▲︎水
すい

族
ぞく

館
かん

の水
すい

槽
そう

で見
み

つかったシロワニの
歯
は

。シロワニは、一
いっ

生
しょう

の間
あいだ

に3万
まん

本
ぼん

もの
歯
は

を使
つか

うと考
かんが

えられている。
提供：マリンワールド海の中道

弟
おとうと

や妹
いもうと

を食
た

べて

生
う

まれてくる

ネズミザメ目
もく

　オオワニザメ科
か

【英
えい

名
めい

】Sand tiger shark　【学
がく

名
めい

】Carcharias taurus

大
おお

きさ
最
さい

大
だい

全
ぜん

長
ちょう

3.3m

1m
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マグロやメダカなどほとんどの硬
こう

骨
こつ

魚
ぎょ

(p7) には、おちんちんはありません。
ところが、サメの仲

なか

間
ま

のオスには「クラスパー」とよばれるおちんちんがあります。
また、サメは、卵

たまご

を産
う

むもの、赤
あか

ちゃんを産
う

むものなど、さまざまな形
かたち

で命
いのち

をつな
ぎます。

S h a r k ' s  C o l u m n

サケやマグロなどには、おちんちんはない

クラスパーは2本
ほ ん

ほ乳
にゅう

類
るい

のオスのおちんちんは1本
ぽん

ですが、
サメのクラスパーは2本

ほん

あります。

サメは交
こ う

尾
び

する
サメは、ほ乳

にゅう

類
るい

のように、オスがメス
のおなかに1本

ぽん

のクラスパーを入
い

れて
交
こう

尾
び

し、精
せい

子
し

を送
おく

り、メスのおなかの
中
なか

で受
じゅ

精
せい

卵
らん

ができます。

ほとんどの硬
こう

骨
こつ

魚
ぎょ

は、メスが産
う

んだたくさん
の卵

たまご

にオスが精
せい

子
し

をかけて受
じゅ

精
せい

させ、子
こ

ども
を作

つく

ります。

◀︎交
こう

尾
び

しようとするトラ
フザメ (p42)。交

こう

尾
び

する
とき、オスがメスのひれ
をかむなどして、体

からだ

を押
お

さえることもある。
提供：国営沖縄記念公園（海洋
博公園）・沖縄美ら海水族館

◀︎産
さん

卵
らん

するサケのメスと、それ
に精

せい

子
し

をかけるオス。卵
たまご

は水
すい

中
ちゅう

で受
じゅ

精
せい

し、成
せい

長
ちょう

してふ化
か

する。
提供：SeaBreeze/PIXTA

▶︎ジンベエザメのクラスパー。
サメは、クラスパーのあるなし
によって、オスかメスかすぐに
見
み

分
わ

けることができる。
提供：国営沖縄記念公園（海洋博公園）・
沖縄美ら海水族館

2525
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赤
あ か

ちゃんを産
う

むサメ -胎
た い

生
せ い

（卵
ら ん

黄
お う

依
い

存
ぞ ん

型
が た

）

胎
た い

生
せ い

（胎
た い

盤
ば ん

タイプ）
卵
らん

黄
おう

が付
つ

いていた部
ぶ

分
ぶん

が胎
たい

盤
ばん

となって、
母
はは

親
おや

の子
し

宮
きゅう

につき、ほ乳
にゅう

類
るい

のように、母
はは

親
おや

から直
ちょく

接
せつ

栄
えい

養
よう

をもらって成
せい

長
ちょう

します。

胎
た い

生
せ い

（食
しょく

卵
ら ん

タイプ）
おなかの中

なか

の子
こ

は、子
し

宮
きゅう

に送
おく

られてくる卵
たまご

を食
た

べて成
せい

長
ちょう

します。
この食

しょく

卵
らん

タイプには、卵
たまご

だけでなく子
こ

どもになる卵
たまご

や弟
おとうと

や妹
いもうと

も
食
た

べる「共
とも

食
ぐ

いタイプ」、子
し

宮
きゅう

から出
で

るミルクなどを吸
きゅう

収
しゅう

する「ミ
ルクタイプ」などもあります。

▲︎ヨロイザメ（p81）の母
はは

親
おや

（左
ひだり

）と、そのおなかの中
なか

にいた子
こ

（右
みぎ

）。子
こ

のおなかには、大
おお

きな卵
らん

黄
おう

がついている。� �提供：東海大学

卵
たまご

を産
う

むサメ -卵
ら ん

生
せ い

卵
たまご

を産
う

むといっても、硬
こう

骨
こつ

魚
ぎょ

とは違
ちが

い、メスのおなかの中
なか

ですでに受
じゅ

精
せい

卵
らん

になった卵
たまご

が産
う

み落
お

とされ、卵
たまご

の中
なか

で成
せい

長
ちょう

してふ化
か

します。卵
たまご

の姿
すがた

で産
う

み落
お

とされますが、成
せい

長
ちょう

す
る前

まえ

に産
さん

卵
らん

されるものと、卵
たまご

の中
なか

でしばらく成
せい

長
ちょう

してから
産
さん

卵
らん

されるものがいます。

▲︎ネコザメ (p38) の卵
たまご

（左
ひだり

）と赤
あか

ちゃん（右
みぎ

）。卵
たまご

はねじのような形
かたち

で、
岩
いわ

のすき間
ま

などに入
はい

ってかたくなり固
こ

定
てい

される。
提供：マリンワールド海の中道

▲︎ナヌカザメ (p32) の赤
あか

ちゃん（上
うえ

）と卵
たまご

（下
した

）。卵
たまご

には
コイル状

じょう

のひもがあり、流
なが

されないように海
かい

藻
そう

などに固
こ

定
てい

される。その形
かたち

から、「人
にん

魚
ぎょ

のさいふ」とよばれている。
提供：国営沖縄記念公園（海洋博公園）・沖縄美ら海水族館

卵
たまご

が母
はは

親
おや

のおなかの中
なか

で成
せい

長
ちょう

し、
赤
あか

ちゃんとして生
う

まれますが、お
なかの中

なか

での成
せい

長
ちょう

の仕
し

方
かた

にはい
ろいろな形

かたち

があります。卵
らん

黄
おう

依
い

存
ぞん

型
がた

の場
ば

合
あい

、子
こ

（胎
たい

仔
し

）は、お
なかについた卵

らん

黄
おう

の栄
えい

養
よう

によっ
て成

せい

長
ちょう

し、生
う

まれます。

◀︎オオテンジクザメ (p46) の子
し

宮
きゅう

内
ない

の子
こ

。水
すい

族
ぞく

館
かん

の研
けん

究
きゅう

で撮
さつ

影
えい

されたもの。　提供：国営沖縄記念公園（海洋博公園）・沖縄美ら海水族館

▶︎シュモクザメのおなか
の中

なか

にいた子
こ

。おなかか
らのびた先

さき

が胎
たい

盤
ばん

となっ
ている。
提供：国営沖縄記念公園（海洋
博公園）・沖縄美ら海水族館

子
し

宮
きゅう

子
こ
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外が
い

　洋よ
う

1976年
ねん

にハワイ沖
おき

で発
はっ

見
けん

されるまで、その存
そん

在
ざい

がまったく知
し

られていなかった
サメです。その後

ご

、世
せ

界
かい

中
じゅう

でも100ぴきほどしか発
はっ

見
けん

されていないため、くわ
しい生

せい

態
たい

はまだ解
かい

明
めい

されていません。「メガマウス（大
おお

きな口
くち

）」の名
な

のとおり、
口
くち

が巨
きょ

大
だい

です。昼
ひる

間
ま

は水
すい

深
しん

100〜200mの深
ふか

い海
うみ

にいて、夜
よる

、10〜20mの浅
あさ

い海
うみ

に浮
ふ

上
じょう

し、その口
くち

を開
あ

けてプランクトンなどを食
た

べると考
かんが

えられています。
胸
むな

びれがしなやかに曲
ま

がり、よく動
うご

くことから、胸
むな

びれでバランスを取
と

りながら、
ゆっくりと泳

およ

いでいるのではないかと考
かんが

えられています。

ネズミザメ目
もく

 　メガマウスザメ科
か

【英
えい

名
めい

】Megamouth shark　【学
がく

名
めい

】Megachasma pelagios
絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

レベル

EX
EW
CR
EN
VU
NT
LC
DD
NE
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もっ
と知
し
りたい！

1976年
ね ん

に
発
は っ

見
け ん

された
謎
な ぞ

の巨
き ょ

大
だ い

ザメ！

日
に

本
ほん

では、水
すい

深
しん

の深
ふか

い部
ぶ

分
ぶん

がある駿
する

河
が

湾
わん

や相
さ が み

模
湾
わん

で多
おお

く発
はっ

見
けん

され研
けん

究
きゅう

されています。東
とう

海
かい

大
だい

学
がく

海
かい

洋
よう

学
がく

部
ぶ

では、メガマウスザメの研
けん

究
きゅう

も行
おこな

ってい
ます。駿

する

河
が

湾
わん

や相
さ が み

模湾
わん

で網
あみ

にかかったメガマウス
ザメを解

かい

剖
ぼう

したり、網
あみ

の中
なか

で泳
およ

ぐ姿
すがた

を撮
さつ

影
えい

したり
して、謎

なぞ

に迫
せま

っています。

提供：Nature Picture Library/Nature Production/amanaimages

分
ぶん

布
ぷ

◆太
たい

平
へい

洋
よう

・大
たい

西
せい

洋
よう

・インド洋
よう

の温
おん

帯
たい

〜熱
ねっ

帯
たい

日
に

本
ほん

での分
ぶん

布
ぷ

◆太
たい

平
へい

洋
よう

（東
とう

京
きょう

湾
わん

〜熊
くま

野
の

灘
なだ

）、
福
ふく

岡
おか

県
けん

生
せい

息
そく

域
いき

◆沿
えん

岸
がん

〜沖
おき

合
あい

、外
がい

洋
よう

や水
すい

深
しん

1000mほ
どの深

しん

海
かい

の可
か

能
のう

性
せい

も
食
た

べもの◆プランクトンや小
こ

魚
ざかな

生
せい

殖
しょく

方
ほう

法
ほう

◆胎
たい

生
せい

（食
しょく

卵
らん

タイプ）

生
せい

態
たい

の謎
なぞ

に迫
せま

る！

▲2006年
ねん

5月
がつ

、相
さ が み

模湾
わん

の漁
りょう

の網
あみ

に入
はい

ったメガマウスザメ。最
さい

初
しょ

は生
い

きていたので網
あみ

の中
なか

で泳
およ

ぐ姿
すがた

を観
かん

察
さつ

していたが、弱
よわ

った
ため捕

ほ

獲
かく

した。全
ぜん

長
ちょう

5.7mもあるメス。慎
しん

重
ちょう

に網
あみ

で引
ひ

き上
あ

げた。
提供：東海大学

▲2014年
ねん

4月
がつ

、静
しず

岡
おか

県
けん

由
ゆ

比
い

漁
ぎょ

港
こう

の沖
おき

で網
あみ

にかかったメス。全
ぜん

長
ちょう

4.46m、体
たい

重
じゅう

677kg。東
とう

海
かい

大
だい

学
がく

海
かい

洋
よう

科
か

学
がく

博
はく

物
ぶつ

館
かん

で、公
こう

開
かい

解
かい

剖
ぼう

が行
おこな

われ多
おお

くの人
ひと

が見
けん

学
がく

した。胃
い

の中
なか

には、大
たい

量
りょう

のサクラエ
ビが入

はい

っていた。� 提供：東海大学

大
おお

きさ
最
さい

大
だい

全
ぜん

長
ちょう

7.09m

1m

◀︎ 2003年
ねん

8月
がつ

に、静
しず

岡
おか

県
けん

御
お

前
まえ

崎
ざき

沖
おき

で網
あみ

に入
はい

った全
ぜん

長
ちょう

4.2m
のオス。これは、東

とう

海
かい

大
だい

学
がく

海
かい

洋
よう

学
がく

部
ぶ

で公
こう

開
かい

解
かい

剖
ぼう

が行
おこな

われた。
こちらも、胃

い

の中
なか

には大
たい

量
りょう

の
サクラエビが入

はい

っていた。
提供：東海大学
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サ
メ
た
ち
の
未み

来ら
い

サメの命
い の ち

を守
ま も

るために
サメの中

なか

には、それぞれの海
かい

域
いき

で、生
せい

態
たい

ピラミッドのトップ・プレデター (p88) がたくさんいます。
イエロー・ストーン国

こく

立
りつ

公
こう

園
えん

でオオカミが絶
ぜつ

滅
めつ

したことによって森
もり

が破
は

壊
かい

されたように、海
うみ

でも、トップ・
プレデターがいなくなると、そこの生

せい

態
たい

系
けい

が壊
こわ

れてしまう危
き

険
けん

があります。
今
いま

、多
おお

くのサメの絶
ぜつ

滅
めつ

が心
しん

配
ぱい

されています。その命
いのち

を守
まも

るためには、どうしたらよいのでしょうか？

まず、サメがどのように生
う

まれ、成
せい

長
ちょう

し、何
なに

を食
た

べ、どこにいる
かなど、彼

かれ

らの生
せい

態
たい

を調
しら

べることが大
たい

切
せつ

です。　サメの生
せ い

態
た い

を調
し ら

べる！

飼
し

育
いく

して研
けん

究
きゅう

する
オオテンジクザメ (p46) のおなかに超

ちょう

音
おん

波
ぱ

を当
あ

てて子
し

宮
きゅう

の中
なか

のようすを調
しら

べているとこ
ろ。沖

おき

縄
なわ

美
ちゅ

ら海
うみ

水
すい

族
ぞく

館
かん

では、いろいろなサメ
の研

けん

究
きゅう

が行
おこな

われている。今
いま

、さまざまな機
き

器
き

が発
はっ

達
たつ

し、サメの体
からだ

の中
なか

のようすも知
し

ること
ができるようになっている。
提供：国営沖縄記念公園（海洋博公園）・沖縄美ら海
水族館

ロガーをつけて調
しら

べる
北
ほっ

極
きょく

の海
うみ

でニシオンデンザメ (p77) にロガーを付
つ

けているところ。国
こく

立
りつ

極
きょく

地
ち

研
けん

究
きゅう

所
しょ

の渡
わた

辺
なべ

佑
ゆう

基
き

博
はか

士
せ

は、野
や

生
せい

動
どう

物
ぶつ

にロガーを付
つ

けてその行
こう

動
どう

や体
からだ

の状
じょう

態
たい

を調
しら

べる「バイオロギング」（p61）という方
ほう

法
ほう

で研
けん

究
きゅう

を行
おこな

っている。
提供：渡辺佑基（国立極地研究所）

わずかな組
そ

織
しき

だけ
取
と

って調
しら

べる
JAMSTEC の藤

ふじ

原
わら

義
よしひろ

弘
博
はか

士
せ

は、海
かい

中
ちゅう

で針
はり

を発
はっ

射
しゃ

させ、体
からだ

のわずかな組
そ

織
しき

だけ取
と

って調
しら

べる研
けん

究
きゅう

を
行
おこな

っている。そうするこ
とで殺

ころ

さずに研
けん

究
きゅう

するこ
とができる。船

ふね

の上
うえ

の発
はっ

射
しゃ

装
そう

置
ち

のようす（右
みぎ

）と、
その仕

し

組
くみ

図
ず

（右
みぎ

上
うえ

）。
提供：海洋研究開発機構（藤
原義弘）

えさを置
お

いて自
し

然
ぜん

の姿
すがた

を観
かん

察
さつ

する
海
かい

洋
よう

研
けん

究
きゅう

開
かい

発
はつ

機
き

構
こう

（JAMSTEC）が深
しん

海
かい

に置
お

いたえさを食
た

べに来
き

たオンデンザメ
(p76)。謎

なぞ

の多
おお

い深
しん

海
かい

でも、えさを置
お

いて集
あつ

まるようすをカメラで記
き

録
ろく

することで、自
し

然
ぜん

の姿
すがた

を観
かん

察
さつ

し、研
けん

究
きゅう

することができるように
なった。
提供：海洋研究開発機構

標
ひょう

本
ほん

や画
が

像
ぞう

を集
あつ

め、紹
しょう

介
かい

する
ウバザメ (p18) の歯

は

。神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

立
りつ

生
せい

命
めい

の
星
ほし

・地
ち

球
きゅう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

の瀬
せ

能
のう

 宏
ひろし

博
はか

士
せ

は、魚
さかな

の研
けん

究
きゅう

をするだけでなく、たくさんの魚
さかな

の標
ひょう

本
ほん

や画
が

像
ぞう

を集
あつ

めて公
こう

開
かい

している。また、書
しょ

籍
せき

や講
こう

演
えん

会
かい

を通
とお

して多
おお

くの人
ひと

に魚
ぎょ

類
るい

の生
せい

態
たい

について紹
しょう

介
かい

し、魚
さかな

を守
まも

る活
かつ

動
どう

も行
おこな

っている。
提供：神奈川県立生命の星・地球博物館（瀬能 宏 撮影）

解
かい

剖
ぼう

して調
しら

べる
メガマウスザメ (p52) の公

こう

開
かい

解
かい

剖
ぼう

のようす。
東
とう

海
かい

大
だい

学
がく

海
かい

洋
よう

学
がく

部
ぶ

では、魚
さかな

を研
けん

究
きゅう

室
しつ

で解
かい

剖
ぼう

し
て研

けん

究
きゅう

するだけでなく、公
こう

開
かい

解
かい

剖
ぼう

を行
おこな

い、一
いっ

般
ぱん

の人
ひと

に解
かい

剖
ぼう

のようすを見
み

てもらうことで、
魚
さかな

の生
せい

態
たい

を多
おお

くの人
ひと

に伝
つた

える活
かつ

動
どう

もしてい
る。
提供：東海大学
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サメの命
いのち

を守
まも

るために、できることがあります。わたしたちにできることは？

サメのことをよく知
し

る！
上
うえ

はジンベイザメの水
すい

槽
そう

。サメの命
いのち

を
守
まも

るためには、サメについてよく知
し

る
ことが大

たい

切
せつ

。水
すい

族
ぞく

館
かん

で生
い

きたサメを見
み

たり、博
はく

物
ぶつ

館
かん

で標
ひょう

本
ほん

を見
み

て調
しら

べたり、
本
ほん

を読
よ

んだり、専
せん

門
もん

家
か

の話
はなし

を聞
き

いたり
して、サメの体

からだ

や生
せい

活
かつ

、数
かず

が減
へ

ってい
ないかなどを調

しら

べてみよう。
提供：国営沖縄記念公園（海洋博公園）・沖縄
美ら海水族館

 海
うみ

を汚
よご

さない！
これは、海

かい

底
てい

のゴミの山
やま

。今
いま

、世
せ

界
かい

中
じゅう

の海
うみ

が、人
ひと

が出
だ

したゴミで汚
よご

されている。
大
おお

きな電
でん

気
き

製
せい

品
ひん

やふとん、ペットボトルや缶
かん

、ポリ袋
ぶくろ

などもある。また、
目
め

に見
み

えない化
か

学
がく

物
ぶっ

質
しつ

やマイクロプラスチックなどによって、たくさんの
海
うみ

の生
せい

物
ぶつ

に被
ひ

害
がい

が出
で

ている。海
うみ

を汚
よご

さないために、ゴミを減
へ

らす努
ど

力
りょく

が必
ひつ

要
よう

だ。　　　　　　　　　　　　　　　　　  
提供：海洋研究開発機構

食
た

べものの材
ざい

料
りょう

について知
し

る！
これは、サメの煮

に

付
つ

け。アブラツノザメ (p41,90) を煮
に

た栃
とち

木
ぎ

県
けん

の郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

。日
に

本
ほん

では、縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

からサメを食
た

べていた。サメを食
た

べることが悪
わる

いわけではない。絶
ぜつ

滅
めつ

が心
しん

配
ぱい

されているサメは食
た

べない、ひれだけ取
と

って
捨
す

てるなどの方
ほう

法
ほう

で取
と

られたものは食
た

べないなど、食
しょく

事
じ

をするときも、そ
の材

ざい

料
りょう

が何
なに

か、どうやって取
と

られたかにも気
き

をつけてみよう。
提供：tochikoji/photolibrary




